
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容：  
 
 金属加工の現場で用いられる工作機械を対象に，(a)工作機械内部に存在する熱源を推定する方法の検討，(b)熱物性

値が異なる材料を適宜組み合わせて構成する新しい工作機械の熱設計法の検討などを行ってきた．これらの研究は，いず

れも実機モデルを用いた実験的な検証を通じてその有用性を評価した． 

 (a)については，工作機械の温度上昇の測定結果に基づいて，人工知能（ニューラルネットワーク）と実験計画法を組み合

わせた新しい実用的な熱源位置探索法を提案した．熱源熱量の推定精度に対するそれぞれの温度評価点の要因効果を

熱源熱量の最適解の探索結果に基づいて評価することは，工作機械機体の熱源熱量を高精度に推定する温度センサの

配置と数を決定するために有用であることを明らかにした． 

 (b)については，工作機械等のボルト結合面へ断熱材を挿入する新しい工作機械熱設計法について検討した．隣接するモ

デルの熱分布に影響を及ぼす効果を小さくすることを，簡易モデルを用いた実験で明らかにした．  

 さらに，これらの研究成果の応用として，医療機器等開発における熱問題の解決手段に活用する方法を発想し，継続して

研究を実施中である． 
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提供可能技術： 

品質工学による機械システムの機能性評価，パラメータ設計 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

実体顕微鏡 Leica M205 C  ３D プリンタ Phrozen SONIC MIGHTY 4K 

研磨機 BUEHLER MetaServ 3000 顕微鏡組織標準片（第１類） 山本科学工具研究社  

 


